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第8章 民族分類

第1節 民族概説書

フ ラ ンス 人 宣 教 師 や 探 検 隊 に よ る現 ベ トナ ム領 各 地 へ の 踏 査 は19世 紀 半 ば に 遡 る。 彼 ら の報

告 書 か ら、 ベ トナ ム の 領 土 的基 礎 と な っ た トン キ ン、 ア ンナ ン、 コ ー チ シ ナ各 域 内 に、 キ ン(安

南 人)と は 異 な る言 語 、 文 化 、 社 会 的 特 質 を もつ 集 団が 多 数 居 住 して い る こ とが す で に 知 ら れ て

い た こ と が わ か る[Cupet 1900][D'Orleans 1894][Pavie 1911]。 そ れ か ら仏 領 期 が 終 了 す る20

世 紀 半 ば まで の 間 に 、現 在 の ベ トナ ム 東 北 部 、 西 北 部 、 中南 部 高 原 地 域 な ど、 内 陸 部 の い わ ゆ る

少 数 民 族 地 域 が フ ラ ンス に よ る行 政 支 配 を受 け る な か で 、 さ ま ざ ま な報 告 書 、 年 鑑 、 い わ ゆ る行

政 官 民 族 誌 、地 域 ご と の民 族 概 説 が 編 纂 され た 。 こ れ らの 書 物 で は 、言 語 、居 住 地域 と移 住 経 路 、

生 業 、 政 治 組 織 、 物 質 文 化 、風 俗 習 慣 な ど を基 準 に して 住 民 が た くさ ん の民 族 に 分 類 さ れ 、彼 ら

の 文 化 が 記 述 され た。 フ ラ ンス 人 に よる 民 族 概 説 の 主 な もの と して 、次 の よ う な の が あ る 。 まず 、

北 部 に 関 して は 、[Abadie 1924][Diguet 1908][Lunet de Lajonquiere 1906]な どが あ り、 中南 部

に 関 して は 、[Maitre 1912]そ の 他 が あ る。

8月 革 命(1945)の あ と、1946年 に ホ ー ・チ ・ミ ン が ベ トナ ム 民 主 共 和 国 の独 立 を宣 言 した

が 、 これ は民 族 概 説 書 の 歴 史 的概 観 にお い て も一 つ の転 機 で あ っ た 。 この 時 期 を境 に 、 ベ トナ ム

人 に よ る ベ トナ ム 語 民 族 概 説 書 が編 纂 さ れ る よ う に な っ た の で あ る。 も ち ろ ん第 一 次 イ ン ドシ ナ

戦 争(1946-1954)、 ベ トナ ム戦 争(1960-1975)な ど に よ る 戦 乱 期 ゆ え に、 ベ トナ ム 人 に よ る人

類 学 的 な調 査 研 究 が す ぐ に実 現 した わ けで は な く、 最 初 は仏 領 期 の フ ラ ンス 人 に よ る 民 族 誌 デ ー

タ に多 く依 って い た[Bui Binh,Bien soan 1950]。 しか し、 そ の 後 次 第 に独 自の 調 査 デ ー タが 加 わ

り、[BuiVanTinh;Cam Trong;Nguyen Huu Ung1975][La Van Lo;Dang Nghiem Van 1968][Uy

ban dan toc hoc,Bien soan 1959]の よ うな 民 族 概 説 書 の 執 筆 ・出版 され る。 と く に前2者 の民 族 概

説 書 に は、 ベ トナ ム 人 研 究 者 に よ る独 自の 調 査 成 果 が は っ き り反 映 され て い る 。 い っ ぽ う 、1971

年 か ら1975年 の 間 に は 、 ベ トナ ム 人 人 類 学 者 に よ る英 仏 文 雑 誌 『ベ トナ ム研 究』 に お い て も民

族 誌 特 集 が3回 実 現 した(Vietnamese studies32,36,41)。 お もに 北 部 少 数 民 族 の 文 化 に 関 す る こ

の 特 集 で の 概 説 は 、 現 地 調 査 が と りわ け 困 難 で あ っ た 戦 期 に お け る 貴 重 な 民 族 誌 と し て 、1990

年 代 前 半 頃 まで ベ トナ ム 国外 の 人 類 学 者 に重 宝 され た。

こ の イ ン ドシ ナ 戦 争 、 ベ トナ ム 戦 争 の 時 期 は 、 も ち ろ ん ア メ リカ の 戦 略 的 な意 図 と も絡 み 、

ア メ リ カ で は地 域 研 究 が 隆 盛 を き わ め て い た 。 そ こ で 、 ア メ リ カ で も、 仏 領 期 の 人 類 学 的 研 究

に 即 した英 語 に よ る民 族概 説 書 が 、 出 版 さ れ た 。 た と え ば[LeBar;Hickey;Musgrave,eds,1964]

[Kunstadter,ed.1967][Schrocketal.1972]な どで あ るQ

一 方
、 ベ トナ ム 民 主 共 和 国(北 ベ トナ ム)と 南 北 ベ トナ ム統 一 に よ っ て成 立 した ベ トナ ム社 会

主 義 共 和 国(1976-)で は、1959年 以 来 、 国民 を一 定 の 基 準 に 基 づ い て 民 族 に 分 類 す る た め に 民

族 概 念 が 定 義 され 、 そ の定 義 に基 づ い て 民 族 を分 類 し確 定 す る作 業 が 行 わ れ た 。 民 族 定 義 の指 標

は 、1972年 頃 ま で に 、1.言 語 的 特 徴 、2.生 活 ・文 化 的 特 徴 、3.民 族 ア イ デ ンテ ィ テ ィ、 と して
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確 立 し、 公 式 の民 族 数 も1979年 ま で に 現 在 の54に 確 定 した 。 そ の 後 、 ハ ノ イ に あ る 民 族 学 院 出

身 の 研 究 者 が 中心 とな って 出版 し た民 族 概 説 書[Dang Nghiem Van;Chu Thai Son;Luu Hung,eds.

1993][Nguyen Van Huy,chu bien 1997]で は 、 そ の 公 式 の民 族 分 類 に基 づ い て 民 族 ご との 文 化 が

紹 介 され て い る 。 前 者 は英 語 版 と フ ラ ンス語 版 も出 版 さ れ て い る し、 後 者 は英 語 版 、 フ ラ ンス語

版 、 ベ トナ ム語 版 も 出版 さ れ て い る。

第2節 民族政策と民族分類の関係に関する論文

上記各民族概説書では、原則 として言語、歴史、文化 などの特徴から民族が分類 されているが、

その分類のあ り方は書物ごと、あるいは執筆時期 ごとに異なっている。別の見方をすれば、これ

まで現ベ トナム領の住民が 「民族」 という範疇を用いてどのように分類 されてきたかを、各民族

概説書を通 して、歴史的に追うことができる。また住民を分類する際に、これまで どの ようなフ

ランス語、ベ トナム語、英語による術語が用いられてきたのか、それらと今 日的な 「民族(dan

toc)」概念との異同についても考察することができる。

ベ トナムにおける 「民族」概念の近代以降の歴史的変容、および近代以前のキン族による周辺

の他者認識に関する論文 として[岡 田1998]が ある。ベ トナム民主共和 国とベ トナム社会主義

共和国では、1950年 代後半以降、中国の民族政策にならい、スター リンによる民族定義の再解

釈の議論 を経て民族定義の指標が確立 され、公式の民族分類が実施 された。 この民族定義の確

立の過程、および具体的な民族分作業の過程については、[Dang Nghiem Van 1998][Mac Duong

1997]に 詳 しい。また、日本語では[古 田1991][吉 沢1982]で も詳述されている。

とくに[古 田1991]は この民族eに よる住民分類の政治性に注 目し、ベ トナム人共産主義

者が民族概念 をどのように取 りこみ、民族確定工作 と民族政策を実施 してきたかを詳細に検討 し

ている。 この古田による研究の後、ベ トナムにおける公式の民族確定工作以来、いっそう実体的

な存在 として扱われがちな民族範疇が、依然として動態的であ りつづけていることを示 した研究

[伊藤2000]も 生まれている。

第3節 ベ トナムにおける民族の実体性の検討

各民族概説書では、しば しば民族間の政治的経済的交流関係について記述されている。にもか

かわらず仏領期以来現在に至るまで、フランス人やベ トナム人による研究でベ トナム諸民族の文

化は、 しば しば本質主義的に記述 されてきた。民族 ごとに固有の文化が内在するという本質主

義的なベ トナムの民族理解を問い直す研究は、む しろ日本に多い。 とりわけ[古 田1991］ は、

20世 紀政治史におけるベ トナムの諸民族が動態的に形成されて きた点、政策を通 して民族が実

体化 されて きた過程を詳細に描いた。また近年では、[樫永2004]が 住民各人を登録する行政制

度や国勢調査 などの分析から、どのように政治的に民族が実体化 されているのかを論 じ、[伊 藤

2003]が 、植民地国家から国民国家形成に至る過程で、タイー、ヌンは実体的な民族 として馴化

されてい く過程を例証するなど、民族の実体化の過程を歴史的かつ実証的に考察する研究は、近

年、進展 をみせている。ベ トナムの人類学研究者のあいだで も、最近は民族定義 を再考する議論

は流行であ り、ベ トナムの民族の動態的側面に関する現地調査にもとつ く個別具体的な研究への

期待は高い と思われる。(樫 永真佐夫)
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